
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
千
万
円
減
少
し
、
七

千
万
円
と
し
、
減
少
額
全
額
を
資
本
準
備
金
と
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

平
成
二
十
二
年
二
月
十
七
日

東
京
都
江
東
区
木
場
五
丁
目
一
番
五
号

メ
イ
プ
ル
ハ
イ
ム
木
場

株
式
会
社
エ
ン
ジ
ェ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

代
表
取
締
役

箭
原
雅
二
郎

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

第 ７ 期 決 算 公 告
平成 22年２月 17日

東京都江東区木場五丁目１番５号
メイプルハイム木場

株式会社エンジェル・プランニング
代表取締役 箭原雅二郎

貸借対照表の要旨(平成21年３月31日現在)
科 目

の
部
資
産

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 資 産
固 定 資 産
合 計
流 動 負 債
固 定 負 債
株 主 資 本
資 本 金
利 益 剰 余 金
その他利益剰余金
(うち当期純利益)

合 計

金 額(千円)

361,551

42,446

403,997

280,401

105,528

18,068

20,000

� 1,931

� 1,931

(3,971)
403,997

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
円
、
資
本
準
備
金

の
額
を
九
千
万
円
、
利
益
準
備
金
の
額
を
三
十
六
万

円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
千
万
円
、
〇
円
、
〇
円
と

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
て
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本

公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下

さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
の
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。

平
成
二
十
二
年
二
月
十
七
日

栃
木
県
下
野
市
本
吉
田
二
七
〇
番
地

丸
俊
建
材
株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
尾

健
一

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

第 44期決算公告 平成22年２月17日
栃木県下野市本吉田270番地
丸 俊 建 材 株 式 会 社
代表取締役 中尾 健一

貸借対照表の要旨(平成21年６月30日現在)
科 目

の
部
資
産

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 資 産
固 定 資 産
合 計
流 動 負 債
固 定 負 債
株 主 資 本
資 本 金
資 本 剰 余 金
資 本 準 備 金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金
(うち当期純損失)

合 計

金 額(千円)

34,071

564,325

598,396

44,926

1,538,049

� 984,579

110,000

90,000

90,000

� 1,184,579

360

� 1,184,939

(660,936)
598,396

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、資
本
金
の
額
を
二
億
三
千
四
百
二
万
円
、

資
本
準
備
金
の
額
を
二
億
一
千
九
百
二
万
円
減
少

し
、
そ
れ
ぞ
れ
三
千
万
円
、
三
千
万
円
と
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
一
日

に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

平
成
二
十
二
年
二
月
十
七
日

横
浜
市
鶴
見
区
小
野
町
七
五
番
地
一

株
式
会
社
ジ
ェ
ノ
メ
ン
ブ
レ
ン

代
表
取
締
役

渡
部

博
次

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

第 ７ 期 決 算 公 告
平成 22年２月 17日

横浜市鶴見区小野町75番地１
株式会社ジェノメンブレン

代表取締役 渡部 博次
貸借対照表の要旨(平成21年３月31日現在)

科 目

の
部
資
産

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 資 産
固 定 資 産
合 計
流 動 負 債
固 定 負 債
株 主 資 本
資 本 金
資 本 剰 余 金
資 本 準 備 金
利 益 剰 余 金
その他利益剰余金
(うち当期純損失)

合 計

金 額(千円)

26,258

16,262

42,521

30,080

84,017

� 71,575

234,020

219,020

219,020

� 524,615

� 524,615

(85,329)
42,521

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
太
陽
誘
電

モ
バ
イ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社
（
住
所
神
奈
川

県
横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
二
丁
目
三
番
地
一
二
）
に

対
し
て
、
当
社
の
通
信
デ
バ
イ
ス
に
関
す
る
設
計
、

開
発
、
製
造
、
販
売
に
か
か
る
事
業
に
関
す
る
権
利

義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公

告
し
ま
す
。

当
社
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
平
成
二
十
二
年

二
月
十
九
日
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。

平
成
二
十
二
年
二
月
十
七
日

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
二
丁
目
三

番
地
一
二

富
士
通
メ
デ
ィ
ア
デ
バ
イ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
野

勝
薫

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

第 11期決算公告 平成22年２月17日
神奈川県横浜市港北区新横浜二丁目
３番地12
富士通メディアデバイス株式会社

代表取締役 中野 勝薫
貸借対照表の要旨(平成21年３月31日現在)

科 目

の
部
資
産

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 資 産
固 定 資 産
合 計
流 動 負 債
固 定 負 債
株 主 資 本
資 本 金
資 本 剰 余 金
資 本 準 備 金
利 益 剰 余 金
その他利益剰余金
(うち当期純利益)

合 計

金 額(百万円)

9,096

3,968

13,064

11,988

1,308

� 232

100

3,485

3,485

� 3,817

� 3,817

(� 1,868)
13,064

平成™™年™月˜�日 水曜日 (号外第š˜号)官 報
相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
兵
庫
県
佐
用
郡
佐
用
町
佐
用
三
〇
六
七
番
地
、

最
後
の
住
所
兵
庫
県
佐
用
郡
佐
用
町
佐
用
三
〇
六
七

番
地

被
相
続
人

亡

ˆ
濱

旭

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
二
月
十
七
日

兵
庫
県
姫
路
市
南
駅
前
町
一
五
番
地

相
続
財
産
管
理
人

田
村

貴
司

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
静
岡
県
藤
枝
市
助
宗
七
五
三
番
地
、
最
後
の
住

所
岡
山
市
江
崎
二
二
番
地
一
四

被
相
続
人

亡

大
塚

剛
志

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
二
月
十
七
日

事
務
所
岡
山
市
北
区
天
神
町
六
番
四
七
号
岡
Ä
栄

司
法
書
士
事
務
所相

続
財
産
管
理
人

岡
Ä

栄

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
神
戸
市
兵
庫
区
下
沢
通
四
丁
目
二
番
地
、
最
後

の
住
所
千
葉
市
花
見
川
区
幕
張
町
五
丁
目
四
一
七
番

地
一
七

エ
ス
テ
・
シ
テ
ィ
海
浜
幕
張
五
e

一
二
〇

五
号

被
相
続
人

亡

山
崎

正
勝

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
二
月
十
七
日

広
島
県
江
田
島
市
大
柿
町
大
原
三
九
三
六
番
地
一

相
続
財
産
管
理
人

司
法
書
士

平
元

勝
一

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
山
口
県
長
門
市
仙
崎
一
八
三
一
番
地
四
、
最
後

の
住
所
山
口
県
長
門
市
仙
崎
一
六
六
〇
番
地
五

被
相
続
人

亡

松
本

清

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
二
月
十
七
日

山
口
県
萩
市
西
田
町
七
〇
番
地

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

山
口

正
之

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
香
川
県
観
音
寺
市
粟
井
町
三
五
六
〇
番
地
、
最

後
の
住
所
香
川
県
観
音
寺
市
粟
井
町
四
五
〇
番
地
二

被
相
続
人

亡

森

憲
寛

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
二
月
十
七
日

香
川
県
観
音
寺
市
坂
本
町
一
丁
目
三
番
一
七
号

グ
ラ
ン
シ
ャ
ト
ー
坂
本
二
〇
一
号

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

安
藤

修
二

œœ
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